
日時 2018年3月3日(土) 13:00-18:00
会場 成城大学 3号館３階大会議室

〒157-8511 東京都世田谷区成城6-1-20 (小田急「成城学園前」駅下車徒歩4分)

国際シンポジウム
越境経験：境界を揺さぶるアート

招待講演１
マイケル・ハート Michael Hurt （韓国・ソウル市立大学）
「『参与実践者』：ストリート・ファッションというレンズを通してみた社会空間とソウルのパエピ
（ファッション・フリーク）そして社会的共感の位相」
The ‘Participant-Practitioner’: Social Spaces, Seoul’s Paepi and Mapping Social Empathy through the Street Fashion Lens

招待講演２
芹沢高志 Takashi Serizawa （P3 art and environment 統括ディレクター）
「汀にて：触媒者の役割」
On the Beach: The Role of the Catalyst

招待講演３
藤澤三佳 Mika Fujisawa （京都造形芸術大学）
「精神科病院患者のアートによる自己表現：平川病院造形教室における事例から」
Artistic Self-Expressions by the Patients in Psychiatric Hospital: From Cases in Plastic-Artistic Class of Hirakawa Hospital

司会 山本敦久 討論者 リ・インヒ ・ 青山征彦

総括と提言
西原和久 Kazuhisa Nishihara （成城大学）
「現代社会と『アート』：トランスナショナリズムとコスモポリタニズムという視点からの問い」
Contemporary Society and ‘Art’: Some Questions from two viewpoints of Transnationalism and Cosmopolitanism

事前申込・参加費は不要です。直接会場までお越しください。使用言語：日本語（英語講演は通訳付き）

主催：成城大学社会イノベーション学部西原研究室

Transborders: How arts are shaking up the borders?

共催：成城大学グローカル研究センター（CGS）
[文部科学省私立大学研究ブランディング事業]
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